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２０２２年１月
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月刊みなさまの声 ２０２２年１月 

 
２．放送・番組への意見と対応 
 

放送や番組に寄せられた視聴者の声は８６，９０１件、このうち番組に対する意見は３２，３７５件で、

分類すると好評意見が２５.５％、厳しい意見は７４.５％でした。 

また声をもとに確認し、対応した事例は、テロップのミスや誤読などで６４件（１２月は５７件）、ホーム

ページの関係は３６件（１２月は２１件）でした。出演者の名前の漢字の間違いや、植物の名称を紹介する

テロップのミスなどで、ＮＨＫプラスや再放送で修正するなどの対応をとりました。 

 

各地で雪が多いこの冬、日本で暮らす外国人の方々に大雪へ備えを呼びかけるＮＨＫの取り組みと、

それに対する反響についてご紹介します。 

 

 

 

■在留外国人に、大雪の際に役立つ情報を多彩に発信！ 
  

 強い寒波の影響で、各地で大雪などに対する警戒が必要になっている 

この冬、温暖な地域出身の在留外国人の方々から、ＮＨＫのフェイスブック 

などに、例年より厳しい冬の生活についての不安の声が寄せられました。 

 

 

 

 

【フェイスブックに寄せられた声】                          

・ 今年は、寒くなるのが早い！まだ準備ができていないなあ。 

・ この冬は、きっと雪が多いだろうなあ！心配だ！ 

 

 

 

国際放送局では、こうした声に応えて、日本国内で暮らす雪や 

寒さに慣れていない方々に安全に過ごしてもらうため、放送と 

ＳＮＳを通じて、多彩な情報を発信しました。 

 

 

 

 

ラジオとＳＮＳでは、「大雪で車内に閉じ込められたら」と題した 

防災シリーズの企画を展開しました。 

車の中に閉じ込められた際には、一酸化炭素中毒を防ぐため、 

車のマフラー周りを除雪することや、首都高速など高速道路会社が 

３者通話による多言語電話受付を行っていることなどについて、 

東南アジアなど、雪に不慣れな地域出身の在留外国人を念頭に、 

ノウハウをくわしく伝えました。 

                             「大雪に閉じ込められたら」  

    (ベトナム語) 

多言語防災情報ホームページ 

国際放送局フェイスブック  

（ベトナム語） 
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月刊みなさまの声 ２０２２年１月 

 
このほか、在留外国人向けに「大雪防災メモ 歩行・運転編」を 

ＳＮＳやホームページで発信しました。 

この中では、「歩幅を小さくして、靴の裏全体を地面につける」  

いわゆる「ペンギン歩き」を心がけることなど、雪に不慣れな 

在留外国人向けに通勤通学に役立つ知識をわかりやすく伝えて 

います。 

 

この内容は、「大雪で車中に閉じ込められたら」とあわせて 

多言語まとめサイトにも掲載し、役立ててもらっています。 

 

                                              

 

  ベトナム語での「大雪防災メモ」の発信には、フェイスブック上で１５０以上の「いいね」が付けられた 

ほか、下記のように、声を掛け合うようなコメントも寄せられました。 

 

【フェイスブックに寄せられた声】 

・ みなさん、雪の中の通勤、歩き方に気をつけてね！私は、きのう、橋の上で転んで寝そべっちゃっ

たよ！ 

・ 雪に対応した靴が必要だね。みなさんは、もう買ったかな？   

 

 

 

■１月 反響の多かった番組 
 

トンガでの大規模噴火による津波警報のため、放送日や放送時間が変更になった番組に多くの問い

合わせや意見が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

 

 

「大雪防災メモ」 (ベトナム語) 

578

557

503

494

472

430

429

424

＜１月放送以外の番組への反響＞ 第７２回NHK紅白歌合戦 （12/31）（総合、ＢＳ４K、ＢＳ８K、ラジオ第１） １，７５９件

ＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」＜前編＞＜後編＞（12/26）（BS1） ７８３件

第７１回ＮＨＫ杯テレビ将棋トーナメント ３回戦 第６局 佐藤康九段×佐々木大五段（1/16）（Ｅテレ）
トンガ大噴火にともなう津波警報のため放送日変更

【連続テレビ小説】マー姉ちゃん（９１）（９２）（９３）（９４）（９５）（９６）（1/16）（ＢＳプレミアム、ＢＳ４Ｋ）
トンガ大噴火にともなう津波警報のため放送日変更

アナザーストーリーズ 運命の分岐点「羽生結弦オリンピック連覇～メダリストたちが語る“最強”伝説～」（１/15）（総合）(本放送：2019/1/29)
トンガ大噴火にともなう津波警報で放送中断 後日改めて放送

東洋医学 ホントのチカラ「健康の大問題 解決ＳＰ」（1/10）（総合）

大相撲（２０２２年）初場所 八日目 ▽技を磨く～里山 下手投げ～（1/16）（総合、ＢＳ１ｻﾌﾞ、ＢＳ４Ｋ、ラジオ第１）
トンガ大噴火にともなう津波警報で放送開始時間変更

第４０回全国都道府県対抗女子駅伝（1/16）（総合、ラジオ第１）
トンガ大噴火にともなう津波警報で放送開始時間変更

鎌倉殿の１３人 第１回「大いなる小競り合い」（1/9）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４Ｋ）

ガッテン！「かけっこ★歯磨き★難病治療！ミラクル・リズムパワー活用術」（1/12）（総合）

※ 
※本番組については、原因や問題の背景を正確に把握し、再発防止に向けた取り組みを徹底するため、１月に 

「ＢＳ１スペシャル」報道に関する調査チームを設置しました。視聴者意向の概要や調査報告については、 

２月号で報告する予定です。 
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月刊みなさまの声 ２０２２年１月 

 
３．受信料への意見 

 

受信料に関して、１月は１３７，８３０件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち９７.４％が問

い合わせで、受信料の金額についての問い合わせや、引っ越しに伴う手続きなどについてでした。い

ただいたお問い合わせに対しては、ふれあいセンターをはじめとする受付窓口でお答えしました。 

放送受信契約の住所変更の手続きをお願いするために、番組などで「住所変更のご案内」を放送し、 

これを受けての申し出や問合せをいただいています。春の引っ越しシーズンに向けて、転居された場

合には住所変更の手続きが必要であることなど、受信料の各種手続きについて、引き続き分かりやす

く説明してまいります。 

 

 

４．技術・受信相談への意見 
 

技術・受信相談に関して、１月は３，３１５件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあ

いセンター（受信相談）および各放送局の受信窓口では２，７０６件を受け付けました。内訳は、映像が受

信できないなどの申し出が２，０４３件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が６６

３件でした。１月は、トンガ大噴火にともなう津波警報が発表された際の「緊急警報放送」についての問

い合わせなどが寄せられました。 

 

  

５．経営への意見 
 

ＮＨＫの経営に関して、１月は７０件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセン

ター（放送）で受け付けた意見や問い合わせは６１件でした。内訳は、「経営計画」関連が２６件、「公共放

送について」が１８件などでした。「経営計画」については、「ＢＳ、音声波の再編」などに関する意見が、

「公共放送について」では、「受信料制度」に関する意見などが寄せられました。 

 

 

６．インターネット活用業務への声 
 

１月にふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務に

ついてのものは１７，３７３件、そのうち８７.５％が「ＮＨＫプラス」についてでした。年末のＮＨＫ紅白歌

合戦をきかっけに、１月も、「ＮＨＫプラス」の登録についての声が多くなっています。「操作中のエラー

メッセージへの対処法は」、「パスワードの“秘密の質問”」を忘れたが、どうすればよいか」などの問い

合わせのほか、登録手続きの簡素化を求める声なども寄せられました。 
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月刊みなさまの声 ２０２２年１月 

 
・ どんな仕事でも「理不尽との戦い」はあるが、不特定多数を相手にする仕事では特に多く、公共性

の高い職業ではなおさら。その現実の一端を明らかにしたこの番組の意義は大きい。  

     （年代不明） 

・ 実際にこんな通報が寄せられているのか…と驚きの連続で、オペレーターの方々のプロフェッシ

ョナルな対応がすばらしかった。精神をすり減らす大変な労働であることも同時に想像され、頭が

下がる思いだ。ぜひ、再放送・シリーズ化してほしい。                              （２０代女性） 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 数年前自分が母を亡くした時のことを思い出し、胸が張り裂けそうになった。救急隊員の精神的負担に

思いをはせる一方で、緊迫した映像が唐突に流れたが、事前にテロップでも出してもらえなかったのか。 

                                                             （年代不明） 

・ パニック状態の人の声や圧力的な声、自殺や突然の死を想像させる状況にストレスを感じた。自殺防止

の相談ボランティアをしているが、不安を抱えている人が、こうしたものを目にすることで希死念慮を

強めてしまうことが懸念される。実態をそのままに見せる演出は理解できるが、命が助かった場面を

描く、放送時間帯を夜にしないなど、配慮をお願いしたい。                       （３０代男性）   
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月刊みなさまの声 ２０２２年１月 

 

事由 件数

受信不良 2,043

一次対応 1,043

個別受信設備不良 849

共同受信設備不良 141

建造物による受信障害 10

雑音障害 39

混信・難視聴など 4

二次対応 1,000

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 663

2,706合計

事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 362

 訪問日、訪問時間に対する不満 0

 受信料制度への不満・不公平感 53

 料金体系・料額への不満 16

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 66

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 24

その他  上記以外、営業活動や受信料について等 2,075

合計 2,596

スタッフ関係

受信料制度

[参考データ] 

 

■放送番組への意見 
 

１月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は８６，９０１件でした。このうち番組に対する意見は    

３２，３７５件で、好評と不評で分類すると好評意見が２５.５％、厳しい意見は７４.５％でした。 

 

 

 

 

 

 
 
■受信料への意見  ※ふれあいセンター（営業）扱い分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■技術・受信相談への意見  ※ふれあいセンター（受信）、各放送局扱い分 

 

 

11月 12月 1月 2021年1月

好評意見 31.1% 33.5% 25.5% 28.5%

厳しい意見 68.9% 66.5% 74.5% 71.5%
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２０２２年２月 
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月刊みなさまの声 ２０２２年２月 

 
２．放送・番組への意見と対応 
 

放送や番組に寄せられた視聴者の声は７９，０７５件、このうち番組に対する意見は３１，９６２件で、

分類すると好評意見が２２.６％、厳しい意見は７７.４％でした。 

また声をもとに確認し、対応した事例は、テロップのミスや誤読などで５５件（１月は６４件）、ホーム

ページの関係は３７件（１月は３６件）でした。海外の場所を紹介する映像の取り違えやことわざの漢字

の間違いなどで、ＮＨＫプラスや再放送で修正するなどの対応をとりました。 

 

ラジオ深夜便の「ママ☆深夜便」（毎月第４木曜日）は、子育て中のリスナーから寄せられたお便りか

ら生まれた番組です。放送開始から５年目を迎えるのを機に、リスナーから新たな番組タイトルを募集

するなど、さらなる充実を目指す取り組みをご紹介します。 

 

■真夜中の子育て応援ラジオ番組、                  
新タイトルで５年目のパワーアップ！ 

 
 
 「ラジオ深夜便」で月に一度放送している「ママ☆深夜便」が、新年度から「みんなの子育て☆深夜便」

にタイトルを変え、リニューアルされることになりました。この番組は２０１８年、「２時間おきの授乳で

眠れずに聴いています」という母親から届いたはがきをきっかけに、慣れない子育てに疲れて、世の

中に取り残されたような気持ちで過ごしている方々の「深夜の孤独な時間」に寄り添いたいとスタート

しました。はがきを送っていただいた母親への思いを忘れずに番組を制作していこうと、「ママ☆深夜

便」というタイトルで、半年に一度の特別番組として放送が始まりました。 

 

制作スタッフがいちばん大事にしたのは、一つの答えを出す“子育て相談の番組”ではなく、年齢や

性別に関係なく“みんなが参加できる番組”にすることです。ママ・パパの切実な声とともに、シニア世

代や、子育てはしていないという方々からも寄せられた共感と応援の声が後押しとなり、「ママ☆深夜

便」は、去年４月から月に一度のレギュラー放送となりました。ゲストを招いての「子育てリアルトーク」や

朗読「真夜中の絵本」など子育てにまつわる多彩な内容でお送りしています。 

 

                          

【リスナーから寄せられた声】 

・ 自分の時代は“男は仕事”が美学。子育ては妻に任せっきりだった。 

番組を聴いて今さらながら後悔している。自分のようにならないよう、 

若い同僚の子育てを応援したいと思う。            （５０代男性） 

・ 番組を聴いていると改めて、ママだけでなくパパはもちろん、 

家族や先生、ご近所さん等々、様々な人間関係の中で子供が育って 

いくのだなぁと感じる。                       （４０代男性） 

 

 

リスナーの輪が広がっていくにつれて、もっと番組を多くの

人に聞いてもらいたい、という声が届くようになりました。その

中には、「タイトル」についてのこんな声もありました。 

          

“ラジオでつながる子育て”           

番組イメージイラスト 

画 ヨシタケシンスケ 
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月刊みなさまの声 ２０２２年２月 

 
■２月 反響の多かった番組 
 

北京オリンピックでは、２月１１日、スノーボード男子ハーフパイプ決勝の中継で、平野歩夢選手の３回

目の滑走直前にサブチャンネルに切り替わったことなどに多くの厳しいご意見をいただきました。ま

た、２月２日に最終回を迎えた「ガッテン！」にも、多くの反響が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※集計期間  ２月１日～２８日  
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月刊みなさまの声 ２０２２年２月 

 
３．受信料への意見 

 

受信料に関して、２月は１２７，９５６件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち９７.７％が問

い合わせで、受信料の金額についての問い合わせや、引っ越しに伴う手続きなどについてでした。い

ただいたお問い合わせに対しては、ふれあいセンターをはじめとする受付窓口でお答えしました。 

放送受信契約の住所変更の手続きをお願いするために、番組などで「住所変更のご案内」を放送し、 

これを受けての申し出や問合せをいただいています。春の引っ越しシーズンを迎え、転居された場合

には住所変更の手続きが必要であることなど、受信料の各種手続きについて、引き続き分かりやすく

説明してまいります。 

 

 

４．技術・受信相談への意見 
 

技術・受信相談に関して、２月は２，９３４件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあ

いセンター（受信相談）および各放送局の受信窓口では２，４６８件を受け付けました。内訳は、映像が受

信できないなどの申し出が１，７９５件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が 

６７３件でした。２月は、北京オリンピックの放送時を中心に、サブチャンネルの視聴方法や、画質につ

いての相談が多く寄せられました。 

 

  

５．経営への意見 
 

ＮＨＫの経営に関して、２月は７２件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセン

ター（放送）で受け付けた意見や問い合わせは４２件でした。内訳は、「経営計画」関連が１５件、「公共放

送について」が１１件などでした。「経営計画」については、「ＢＳ、音声波の再編」などに関する意見が、

「公共放送について」では、「受信料制度」に関する意見などが寄せられました。 

 

 

６．インターネット活用業務への声 
 

２月にふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務に

ついてのものは１３，９１１件、そのうち８３.３％が「ＮＨＫプラス」についてでした。「ＮＨＫプラス」につい

ては、２月１４日以降「確認コードはがき」の発送がなくなったことなどに関する問い合わせが約７００

件ありました。 

今月は、「あさイチ」で放送した股関節についての特集を見たいので「ＮＨＫプラス」の登録方法を教

えてほしいという声が複数寄せられましたが、最近は健康情報の放送後に、高齢の方から「ＮＨＫプラ

ス」を利用したいという問い合わせが多くなる傾向が見られます。 
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月刊みなさまの声 ２０２２年２月 

 
【主な内容】 

○放送全般について 

・ 日本選手の出場競技はもちろん、海外の一流選手たちの真剣勝負をしっかりと見せてくれ、大会

最終日まで楽しむことができた。特設サイトも充実の内容で、毎日の放送予定の確認に活用してい

た。コロナ禍の取材の苦労は察するが、次の大会も今から楽しみにしている。      （４０代女性） 

・ 冬のスポーツは動きがスピーディーで、寒空の下の中継は大変困難だったと思う。ふだんあまり

見ることのない競技もたくさんあったが、ルールや攻略法などをわかりやすく説明してくれた。こ

ういった地道な積み重ねが競技の知名度向上にもつながるのだと思う。   （７０歳以上男性） 

・ 一発逆転の大技に挑むも失敗した（スノーボード女子ビッグエア）岩淵選手、彼女に各国選手が駆

け寄りたたえ合う光景に、オリンピックは平和の祭典だと改めて感じたし、解説を忘れてスタジオ

で涙ぐむゲストの姿にも心を打たれた。テレビの前から、決勝を戦った選手全員に金メダルをか

けてあげたい気持ちだ。        （７０歳以上男性） 

・ 毎日長時間の放送に閉口した。中国での開催に賛同できずスポンサーを辞退する企業が相次いだ

のに、ＮＨＫがオリンピックを放送することに疑問を禁じ得ない。国内でも新型コロナに苦しむ人

が多くいるなか、このようなことをやっている場合ではない。       （５０代男性） 

・ 競技の取り上げ方に偏りがある。メダルが有力な競技にばかり注目しているが、国民の代表とし

て出場している選手たちのことを考えれば、競技に優先順位などないはずだ。短い時間でも全て

の競技を伝えてほしかったし、選手たちの目線からの報道を心がけてほしい。     （５０代男性） 

・ さまざまな制約があったと思うが、東京五輪と比べて選手村の様子や食事事情など大会舞台裏の

報道が非常に少ないと思う。自分は各国選手と北京市民とのささやかな交流などを知りたい。競

技の結果を一方的に伝えられるだけのオリンピックは味気ないし興味が続かない。   （６０代） 

 

 

○マルチ編成および放送中のチャンネル変更 

・ ８０代の母は「サブチャンネル」自体を理解していないし、いつも対応できていない。東京オリンピ

ックやほかのスポーツでもよくやっていたが、もういい加減やめてほしい。      （６０代男性） 

・ 金メダルの瞬間にサブチャンネル、演技の途中なのにＥテレから総合テレビに変更する…。オリン

ピックの放送権を持つならば、視聴者のために最後まで責任を持って放送してほしい。このように

残念な放送に対してお金を払っているかと思うととても悲しい。     （３０代） 

・ 受信料で番組という「商品」を買っている立場からすれば、チャンネルの切り替えは店頭で品定め

している最中に店の都合で売り場を移って下さいということであり、売り手側の傲慢でしかない。

お茶の間の視聴者にストレスなく最後までゆっくり見てもらうには何をするべきなのか、その原

点に立ち返らなければＮＨＫの未来はないと思う。      （７０歳以上男性） 

・ （２月１２日スピードスケートをマルチ編成なしで延長）新聞には夕方６：４５から地域のニュースと

載っているがオリンピックを続けている。オミクロン株が拡大するなかニュースを見られないと感

染者の数もわからないし、そもそも予定どおりの時間に放送するのは当たり前だ。 （６０代男性） 

・ （２月２０日カーリングのため正午ニュースを繰り下げて放送）初めて抗議する。カーリングのため

きょうは昼のニュースをやらないとはどういうことなのか、見識を疑う。新型コロナや各地での大

雪、ウクライナ情勢などよりも重要だというのか。      （７０歳以上男性） 

・ （同日）ニュースでカーリングを中断せず続けたことは評価できる。本来なら大会序盤からそうす

るべきだったし、できたはずだ。その都度判断してサブチャンネルとするのではなく、同じチャン

ネルで放送を続けることを今後も検討してほしい。        （年代不明） 
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○スノーボード  ２，８２０件 

・ 視覚に障害がある。平野選手の３度目の滑走の直前にサブチャンネルに替わってしまい、裏切られ

た思いでいっぱいだ。目が見えないので事態がすぐに分からず慌ててしまった。思い出すだけで

悔しくて涙が出てくる。        （７０歳以上女性） 

・ スノーボード教室を開いている。生徒の子どもたちと楽しみにしていたが、まさにドロップインと

いうとき案内が入り、チャンネルを替えたときは滑り終わっていた。ふだんＮＨＫを見ないのでサ

ブチャンネルのことは分からない。小さな子どもがショックで泣きやまなかった。  （６０代男性） 

・ スロープスタイル予選で誰が滑っているのか全くわからないと電話をしたが、きょう見ると選手

の名前と国名が表示されていた。また、画面右上には日本選手の出場予定も出ていてとても分か

りやすくなった。感謝している。           （５０代男性） 

 

○フィギュアスケート ２，６４８件 

・ 町田樹さん、高橋成美さんの解説をとても興味深く聞いた。これまで自分のような素人には何が

評価されたのか、どこが悪かったのか曖昧だったが、２人の解説は具体的かつ知的でユニークな

伝え方で、フィギュアスケートの新しい楽しみ方や視点を気付かせてくれた。      （３０代女性） 

・ アイスダンスフリーダンスに日本のカップルが進出できなかったにもかかわらず、放送枠を拡大し

て全ての組の演技を放送したことに感謝したい。１０年来応援していたカップルが金メダルを決め

た演技は感涙ものだった。         （年代不明女性） 

・ 大雪への警戒のためにＬ字スーパーが必要なことは理解できるが、関東でも雪の心配のない地域

では表示と非表示をリモコンで選べたり、録画のときは記録されないようにしたりする仕組みを

開発してほしい。４年に一度のこの日を楽しみにしている視聴者は多いはずだ。    （６０代男性） 

 

○カーリング  １，７８８件 

・ 実況アナウンサーもカーリングに詳しいからか聞き役に回るでもなく、解説者と２人で専門用語が

飛び交って、自分には全く意味不明だ。雰囲気とスコアボードだけでも楽しめなくもないが、見る

機会が少ない競技なので観戦初心者にももっと分かりやすくしてほしい。      （４０代女性） 

※予選リーグ中盤以降から用語説明のテロップを随時追加 

・ 現地の映像だけでは狙いどころがいまひとつ分からず、一投ごとにストーンの位置もすぐに変わ

ってしまう。将棋や囲碁のようにスタジオで常にボードを使って解説するとか、ゴルフ中継のよう

に軌道を可視化してくれるともっとわかりやすく楽しめると思う。       （５０代女性） 

・ （準決勝のスイス戦で）新聞のテレビ欄を左端から縦に読み進めると「石の上にも４年がんばれ」と

なっていて思わず笑った。コロナ禍で疲弊していた心が、少しだけあたたかい気持ちになれるよ

うだった。             （５０代女性） 

 

○スピードスケート ４６１件 

・ ラジオから聞こえた「髙木美帆は金メダル！」に続いて、目に涙をためている描写の実況。思わず

こちらも胸が熱くなった。これぞオリンピックが目指す本当の金メダルだと思う。これからもオリ

ンピック精神を忘れることなく報道を続けてもらいたい。     （７０歳以上男性） 

・ テロップで日本人選手が出走することが表示されいても、いつ登場するのか分からないことがあ

った。短距離レースだとあっという間に終わってしまうので、現在スタート位置にいる選手は何組

目で、あとどのくらい待てばいいのか、可能なときには伝えてほしい。   （７０歳以上女性） 
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月刊みなさまの声 ２０２２年２月 

 
 

○ジャンプ  ３９６件 

・ 冬の大会はメダル授与式が別の日に行われることも多く、男子ノーマルヒルでもメダルを首にか

けた小林選手の姿を見ていない。同じく金メダルのスノーボード・男子ハーフパイプのように、メ

ダルセレモニーを含めた「保存版」を再放送してもらいたい。       （５０代男性） 

・ 髙梨選手の件、いつもの測定方法と異なっていたという報道にやりきれない気持ちだし、この日

のための努力が一瞬で消え去ったことがショックだ。この先選手たちが同じ思いをしないよう、ま

たフェアなオリンピックを守るためにも番組でも検証を続けてほしい。    （年代不明女性） 

 

○アルペン  ２７４件 

・ 大回転のコース紹介のとき、スタート地点からゴールまでテストスキーヤーの背後からカメラを長

回しで追っていた。ドローン撮影なのか、とても迫力ある映像に驚かされた。      （６０代男性） 

・ スノーボードよりアルペンこそ冬のスポーツの華だ。ほかの競技を録画で再放送する時間がある

ならば、日本選手が少なくてもアルペンのことをもっと取り上げてほしい。      （５０代男性） 

 

○アイスホッケー  ２６２件 

・ 女子の躍進がきっかけで見始めたアイスホッケーだが、男子の迫力に思わず目を奪われた。今回

は主にＢＳで放送されていたが、次は総合テレビも増やしたほうがいいと思う。    （６０代男性） 

・ ＰＳ戦の成功「緑○」、失敗「赤○」は、赤緑色盲の身には見分けにくい。白内障の高齢者も少し厳し

いはずだ。記号を「○」と「／」にする、または緑を青にするなど検討してほしい。オリンピックだか

らこそ“ユニバーサルカラー”も意識するべきでは。        （４０代男性） 

 

○開会式  ２４１件 

・ （夏の東京に比べて）冬季大会の今回は参加国も少なく、番組の演出も中継に徹していて全体的に

見やすかったし聞きやすかった。       （７０歳以上男性） 

・ 入場行進での各国の紹介は、民放のほうが充実している。録画だからかもしれないが、世界地図

や人口などの基本情報に加え、日本選手団は参加選手が字幕で紹介されていた。情緒的なコメン

トに終始することなく、取り入れられそうなところは今後の参考にしてほしい。    （６０代男性） 

 

○フリースタイル  ２０５件 

・ フリースタイルなど採点競技は、選手の長所を褒めるばかりでなく、どこで失敗したのかポイント

をはっきりと指摘したほうが、見ている側にも納得感もあると思う。    （７０歳以上男性） 

・ モーグルはターンの出来が勝敗を決めるのに、横からのアングルばかりで足の開きや上半身の振

れ方、ライン取りなどがよく分からない。ジャッジからの目線でスキーヤー正面からの映像をメイ

ンに使ってほしい。            （５０代男性） 

 

○閉会式  １３３件 

・ 中国開催の五輪には賛成でも反対でもなく、何となく気になっている程度だった。だが閉会式の

演出は中国色を前面に押し出さず洗練され、素直に楽しめた。今回オリンピック放送に懐疑的だっ

た自分までもが楽しめてしまうとは、そこが問題なのかと複雑な気持ちである。   （５０代男性） 

・ オリンピックは厳しい現実よりも夢や希望、感動を与えてくれるもの。誰もが幼いころの夢をかな

えることのできる無限の可能性を思い出す。夢に近づくための努力と挑戦の先に未来があること

を信じて、放送に関わったすべての方々に感謝を伝えたい。       （５０代女性） 
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８．その他のＮＨＫの対応 
■ＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」に関する対応 
 

BS１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」（２０２１年１２月２６日に初回放送）で、字幕の一部に 

誤りがあったことについて、ずさんな取材や制作のチェック体制を批判する声や、経緯を詳細に報告す

べきだという意見、五輪反対デモについて誤った印象を与えかねないという指摘など、厳しい声が視

聴者のみなさまから寄せられました。 

今回の事案は、「ＮＨＫ放送ガイドライン」で定めた取材や制作のあらゆる段階で真実に迫ろうとする

姿勢を欠くものでした。ＮＨＫでは、２０２２年１月に“「BS１スペシャル」報道に関する調査チーム”を放

送現場から独立した形で設置し、問題の原因を究明するため、関係者のヒアリングを行うとともに、再

発防止策を検討して、２月１０日に調査報告書を公表しました。報告書では、番組について「あいまいな

情報をもとに、裏付け取材が行われないまま番組の制作が進み、上司によるチェックも十分行われず、

誤った内容の字幕をつけたシーンが放送された」、「担当者の間で、当該シーンが視聴者にどう受け取

られるかという認識が欠落していた」、「すでに導入している事実確認のためのルールが守られずチェ

ック機能が働かなかった」と指摘し、「自らを律するために定め、放送現場で働く職員たちにとって基本

となる『ＮＨＫ放送ガイドライン』から逸脱しており、ずさんな対応だったと言わざるを得ない」と総括し

ました。 

 

同日、ＮＨＫは、この番組をめぐる問題で、担当のディレクターやその上司６人の懲戒処分を決めたほ

か、大阪拠点放送局長が役員報酬の一部自主返納を申し出ました。 

今回の事態を重く受け止め、再発防止に向けて実効性のある対策を放送現場に浸透させるため、以

下の取り組みを強化します。 

 

① ルールの徹底とチェック体制の強化 

全国の取材・制作現場に、「匿名チェックシート」や「複眼的試写」など、これまでのチェックのルールを

さらに強化するよう指示したほか、番組制作にかかわる全部局に、番組やコンテンツの内容が放送ガイ

ドラインに沿って、正確かどうか、リスクがないか、チェックする責任者を新たに配置します。また本部

の編成局では番組やコンテンツの品質管理をサポートする事務局機能を強化し、全国の責任者への連

絡・指導を行います。 

 

② BS１スペシャルのチェック強化 

NＨＫスペシャルなどと同様に本部内に事務局を設け、番組の提案・採択の段階から放送まで、チェッ

ク機能を働かせます。 

 

③ 全国での勉強会の実施と研修・人材育成の強化 

今回の問題で教訓となったあいまいな情報取材と、事実確認や裏付け取材の欠如、上司のマネジメ

ント不足などの課題を共有し、再発防止策を徹底させるため、全国の放送現場で取材・制作にかかわる

職員・スタッフを対象に勉強会を実施します。新たに配置する責任者に対しては、今回の問題と再発防

止策だけではなく、過去に放送倫理上問題があった事案と導入された対策などを共有し、現場での

日々の指導と人材育成を担わせます。 

 

すでに番組制作に関わる全部局にコンテンツ品質管理責任者を配置したほか、ＢＳ１スペシャルに事

務局機能を設け、全ての番組の取材・制作の確認シートの提出や複眼的試写の徹底など、チェック機能
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事由 件数

受信不良 1,795

一次対応 961

個別受信設備不良 784

共同受信設備不良 122

建造物による受信障害 6

雑音障害 47

混信・難視聴など 2

二次対応 834

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 673

2,468合計

事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 367

 訪問日、訪問時間に対する不満 0

 受信料制度への不満・不公平感 38

 料金体系・料額への不満 8

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 59

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 25

その他  上記以外、営業活動や受信料について等 1,588

合計 2,085

スタッフ関係

受信料制度

の強化に着手しています。今回の調査結果を全管理職に説明し意見交換を行うとともに、コンテンツ品

質責任者を対象とした勉強会の実施をはじめ、研修・人材育成の取り組みを始めています。 

 

今後も再発防止に向けて全局的な取り組みを進め、視聴者のみなさまの信頼に応えられる番組を取

材・制作してまいります。 

 
[参考データ] 

 

■放送番組への意見 
 

２月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は７９，０７５件で、このうち番組に対する意見は    

 ３１，９６２件でした。好評と不評で分類すると好評意見が２２.６％、厳しい意見は７７.４％でした。 

 

 

 

 

 

 
■受信料への意見  ※ふれあいセンター（営業）扱い分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■技術・受信相談への意見  ※ふれあいセンター（受信）、各放送局扱い分 

 

 

12月 1月 2月 2021年2月

好評意見 33.5% 25.5% 22.6% 31.8%

厳しい意見 66.5% 74.5% 77.4% 68.2%
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２０２２年３月 
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また、特定の色を見分けにくい視聴者の方から、このようなご意見もいただきました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ わたしには色覚障害があり、天気予報では緑の地図の上に赤い文字で気温が表示されるなど、

色の区別が困難なときがある。改善をお願いしたい。       （４０代男性） 

 

 

 

こうした声にお応えして、気象情報の画面の一部を変更しました。ＮＨＫではニュースグラフィック

の担当者が中心となり、色を見分けにくい視聴者の方にも伝わるように配色などに改善を重ねま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視聴者の方からは、さっそく改善した点について声が寄せられました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 気象情報の地図の色が変わったことに気がついた。さまざまな意見があると思うが、私にはと

ても見やすい。           （５０代男性） 

・ 知人の子供は色を見分けるのが苦手なのだが、ユニバーサルデザインを取り入れたＮＨＫの気

象情報を見て、地図の見え方に感動したそうだ。こうした取り組みは今後も進めてほしい。 

（６０代女性） 

 

ＮＨＫはどのような時にも情報を正確に、わかりやすく伝えられるよう、「ユニバーサルデザイン」

を拡充し、公共メディアとして「あまねく伝えること」を実現してまいります。 

 

従来          ＵＤフォント 

改善後  従来 
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月刊みなさまの声 ２０２２年３月 

 
■３月 反響の多かった番組 
 

第９４回選抜高校野球大会や大相撲春場所の放送予定への問い合わせが多かったほか、最終回を迎

えた「逆転人生」など各種番組への意見、感想が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                    

  

※集計期間  ３月１日～３１日 
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月刊みなさまの声 ２０２２年３月 

 
３．受信料への意見 

 

受信料に関して、３月は１５２，４０５件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち９７.５％が問

い合わせで、受信料の金額についての問い合わせや、引っ越しに伴う手続きなどについてでした。い

ただいたお問い合わせに対しては、ふれあいセンターをはじめとする受付窓口でお答えしました。 

放送受信契約の住所変更の手続きをお願いするために、番組などで「住所変更のご案内」を放送し、

これを受けて多くの申出や問合せをいただいています。春の引越しシーズンを迎え、転居された場合

には住所変更の手続きが必要であることなど、受信料の各種手続きについて、引き続き分かりやすく

説明してまいります。 

 

 

４．技術・受信相談への意見 
 

技術・受信相談に関して、３月は２，９９８件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあ

いセンター（受信相談）および各放送局の受信窓口では２，４４１件を受け付けました。内訳は、映像が受

信できないなどの申し出が１，７６９件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談が 

６７２件でした。３月は、１６日に発生した宮城県・福島県で震度６強を観測した地震の後、揺れが大きか

った地域で「テレビが映らなくなった」との相談が多く寄せられました。地震の揺れによってテレビの入

力端子の接続が緩んだことなどが原因で、状況に応じて対応を行いました。 

 

 

５．経営への意見 
 

ＮＨＫの経営に関して、３月は７２件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、ふれあいセン

ター（放送）で受け付けた意見や問い合わせは３４件でした。内訳は、「公共放送について」が１５件、「経

営計画」関連が８件などでした。「経営計画」については、「音声波の再編」などに関する意見が、「公共放

送について」では、「受信料制度」に関する意見などが寄せられました。 

 

 

６．インターネット活用業務への声 
 

３月にふれあいセンターや全国の放送局に寄せられた視聴者の声のうち、インターネット活用業務に

ついてのものは１０，９５７件、そのうち７９％が「ＮＨＫプラス」についてでした。 

ＮＨＫプラスのＩＤ登録手続きの簡素化で「確認コード」の入力が２月１４日登録分から不要となったた

め、確認コードについての問い合わせが減り、２月の２,４２８件から３月は８８９件となりました。 

一方で、パスワード忘れなどで「ログインできない」という声が２,１００件ありました。引き続き、手続き

の簡素化などを含めてお客様の声にお応えできるよう努めていきます。 
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月刊みなさまの声 ２０２２年３月 

 
【主な内容】 

○放送全般について 

・ ウクライナへの攻撃が続く日々にあってパラリンピックは夢と希望の祭典だった。障害のある選手

たちの躍動は、努力と工夫があれば夢はかなうことを証明してくれたと思うし、その陰にはたくさ

んの人の協力、応援があったことも忘れてはならない。オリンピックとパラリンピックがもたらし

てくれた光がこれからも輝くことを願ってやまない。           （５０代） 

・ 世界が困難に直面するなか、パラアスリートたちのひたむきな姿に勇気をもらった。特に毎日スタ

ジオから選手たちにあたたかい言葉を贈り続けた風間俊介さんには、大変共感した。選手たちに

敬意を払い、一人ひとりに寄り添ったコメントには涙を禁じ得なかった。      （４０代女性） 

・ もともと競技種目の数が少ないことは承知しているが、夏の東京パラリンピックや先日の北京オ

リンピックに比べて放送時間があまりにも短い。障害のある出場者やその家族にとっては４年に

一度の貴重な晴れ舞台、もっと積極的に取り上げてほしい。     （７０歳以上男性） 

・ 日本勢が出場していても生中継されない種目があったことに驚いた。中国は時差も少なく、週末

は選手たちの活躍を見たいという人も多かったはずだ。金メダル獲得の瞬間さえＮＨＫでも民放

でも、地上波もＢＳも、全く見られないとは本当に情けない国だ。       （４０代女性） 

 

 

○ウクライナ情勢について 

・ このような戦時体制にあって、パラリンピックの放送をすることに意味があるとは思えない。ウク

ライナでは連日死傷者が出ている。公共放送の原点にみずから立ち返り、いま最も求められてい

る放送とは何なのか、もう一度考えるべきだ。         （６０代女性） 

・ 選手たちは確かにがんばっていたが、こんな状況下ではとても番組を見る気分になれなかった。

大会が始まればとにかく放送するということではなく、事後であっても大会の是非を検証するな

ど、報道機関としての責任を果たしてほしい。      （７０歳以上男性） 

・ 結局開催されてしまったことは仕方ないとしても、連日総合テレビで放送するのはいかがなもの

かと思う。地上波ではウクライナ関係の情報を最優先に伝えて、競技の中継はＢＳで放送するべき

だったのではないか。         （７０歳以上男性） 

 

 

○演出、ユニバーサルサービス、ジェンダーほか 

・ （閉会式について）開会式同様に実況解説がとても聞きやすかった。抑制的ながらもポイントが押

さえてられていて、ニュースで耳にするコメントとは違うよさがあった。      （６０代女性） 

・ 全般にハイライト録画が多かったが、番組開始早々に結果を言うことは控えてほしい。メダルは速

報スーパーで知らせているし、ネットで事前に情報を入手している人もいる。録画放送のときにも

ライブのように胸躍らせて見たい人も少なくないことにも配慮してほしかった。    （６０代男性） 

・ 冬の競技は防具が多く、障害のある選手たちにとっては日常生活での装具以上に体の負担が大き

い。寒い会場でのインタビューはできる限り短めに切り上げてほしい。   （７０歳以上女性） 

・ 競技中継や選手のプロフィール案内のとき障害に至った経緯が都度紹介されるが、何度も実況す

る必要があるのだろうか。四肢の切断などは生々しい状況を想像してしまうので、障害の経緯に

ついてはルールやクラス分けの解説のときのみにとどめたほうがよい。      （５０代男性） 

・ パラリンピックは戦争負傷兵のリハビリが起源だと聞く。こんなときだからこそ、障害を克服し栄

光をつかんだ往年の名選手、過去の名シーンにスポットを当てて番組の中で紹介し、戦争の恐ろし

さと世界の恒久平和、人類の無限の可能性を発信していくべきだと思う。   （７０歳以上男性） 
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月刊みなさまの声 ２０２２年３月 

 

事由 件数

 訪問員等の応対、説明不十分等 351

 訪問日、訪問時間に対する不満 1

 受信料制度への不満・不公平感 52

 料金体系・料額への不満 11

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 51

番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 28

その他  上記以外、営業活動や受信料について等 2,062

合計 2,556

スタッフ関係

受信料制度

事由 件数

受信不良 1,769

一次対応 865

個別受信設備不良 692

共同受信設備不良 110

建造物による受信障害 11

雑音障害 46

混信・難視聴など 6

二次対応 904

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 672

2,441合計

[参考データ] 

 

■放送番組への意見 
 

３月に放送や番組に寄せられた視聴者の声は７９，９９５件で、このうち番組に対する意見は     

２９，０４０件でした。好評と不評で分類すると好評意見が２８％、厳しい意見は７２％でした。 

 

 

 

 

 

 
■受信料への意見  ※ふれあいセンター（営業）扱い分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■技術・受信相談への意見  ※ふれあいセンター（受信）、各放送局扱い分 

 

 

1月 2月 3月 2021年3月

好評意見 25.5% 22.6% 28.0% 27.7%

厳しい意見 74.5% 77.4% 72.0% 72.3%
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第２７条 
協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、

適切かつ迅速にこれを処理しなければならない。

第３９条 第４項 
会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条 
の苦情その他の意見及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告し 
なければならない。 

放送法 


